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地域交通 （コミュニティバス、デマンド交通、

自家用有償旅客運送等）

タクシー

鉄道

路線バス

福祉交通

計画の目的

本市では、平成26 年（2014 年）に、本市にふさわしい交通のあり方について検討し、本市の

交通体系として整理したうえで交通施策を推進するために、茨木市総合交通戦略を策定しました。

令和５年（2023 年）で策定から10 年が経過し、新型コロナウイルス感染症による影響や運輸

分野の2024 年問題、新技術の開発・展開等、策定時から社会情勢が大きく変化したことや、市

内においてもJR 総持寺駅の開業や新名神高速IC の供用、大学の移転・進出をはじめとした様々

な事業が進む等、茨木市内の環境も変化しています。これらのことから、短期・中期で実施した

施策全体の評価を行うとともに、現在の茨木市の状況を踏まえ、これからの10 年に向けて計画

を改定します。
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計画の概要

茨木市総合交通戦略（当初計画）は、概ね20 年後の本市のまちの将来像を定め、その将来像

の実現に向けて、長期において達成すべき目標や施策の方向性を踏まえ、短期（概ね５年以内）

及び中期（概ね10 年以内）で実施する交通施策を実行計画として定めています。改定にあたり、

あらためて達成すべき目標を定め、短期及び中期で実施する交通施策をとりまとめます。

なお、改定計画では、当初計画で対象とした「歩行者」「自転車」「自動車（送迎バス・二輪

車を含む）」と不特定多数の人が利用する「路線バス」「タクシー」「鉄道」の公共交通に加え、

「地域交通」を対象として交通施策をとりまとめます。

※本計画では、車椅子利用者やベビーカー利用者などを含めて「歩行者」としています。

福祉交通の位置づけ：福祉交通は、
鉄道やバスなどの公共交通を補完
し、移動困難者の交通手段の１つ
と考えられます。本市においては、
福祉部局と連携し福祉交通に係る
各事業の展開を図っていきます。

公共交通を補完する交通手段 場所を示す語句と概ねの位置

茨木市総合交通戦略について 茨木市が目指すまちの将来像と交通の現状

茨木市のまちの将来像

本市の特徴である、利便性の高い交通網や多様な都市環境を活かした都市整備にあたっては、

人の暮らしと都市機能を支える交通を目指した取組が必要になります。

都市活動の基本である「住みやすさ」、「活力」の向上を目指し、茨木市総合交通戦略におい

ても、当初計画の考えを引き継ぎ、

を本市の目指すまちの将来像とし、実現に向けた交通施策を展開することとします。

「住み続けたい元気なまち」

・誰もが安全安心、豊かさ幸せを実感できる「共創」のまちづくり

茨木市の上位計画等

・当初計画を踏襲し、これからも「住み続けたい元気なまち」を茨木市のまちの将来像・まちづ
くりの目標とし、その実現に向けた交通施策を展開する。

茨木市のまちの将来像

『便利で住みやすいまち』の条件を備えている
・利便性の高い交通網 ・多様で豊かな環境 ・恵まれた居住環境

都市整備の方向性

・市内では、都市の活力向上が期待される各種事業や計画が進行中

主要プロジェクトが進行中

茨木市の交通の課題

１．ＳＤＧｓへの対応

持続可能な地域を実現するため、女性、子供、障害者及び高齢者のニーズに配慮し、持続
性のある交通環境を確保していく必要があります。

２．公共交通ネットワークの形成・維持

公共交通を取り巻く環境が悪化している中、サービスを充実していくことは難しくなって
きています。市民生活を支える公共交通を維持していくことに重点を置き、並行して利便性
の向上にも取り組みます。

３．道路交通の円滑化

交通混雑は改善傾向にあるものの、依然として渋滞が発生しています。公共交通の定時性
確保や環境負荷軽減を図るため、引き続き道路交通の円滑化に取り組みます。

４．中心部における魅力的な歩行者空間の充実

各地で車中心から人中心の空間への再構築が進む中、茨木市においても中心部においてひ
と中心のまちなか形成に向けた取り組みを進めています。人が集まり、活力を生み出す、歩
きたくなるまちづくりを進めます。

５．安全・快適な自転車利用環境の整備

自転車利用は、環境負荷軽減や公共交通を補完する役割を担っていますが、自転車が関係
する事故の割合は増加傾向にあり、自転車マナーに対する不満も多くあります。今後も重要
な移動手段の１つとして自転車の利活用は不可欠であり、安全・快適な自転車利用環境の整
備に取り組みます。
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茨木市総合交通戦略で示すテーマと実施する交通施策
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目標値
（10年後）

現況値評価指標
将来の交通体系づくり

の基本方針

茨木市域：22.4%

×1.05

茨木市域：21.3％①公共交通

（鉄道・バス・タクシー）

の分担率

【基本方針１】

公共交通を中心とした、

人と環境にやさしい

交通環境の構築

【参考】平野部：23.1％
丘陵部：20.6％

山間部：16.7％

【参考】平野部：22.0％
丘陵部：19.6％

山間部：15.9％
人身事故：

2.51件/千人・年
自転車事故：

0.98件/千人・年
-10%

人身事故：
2.79件/千人・年

自転車事故：
1.09件/千人・年

②市内の人身事故・

自転車事故発生件数

37,000人/年
維持

37,822人/年

③交通イベントや

交通安全教室等への

参加者数

【参考】

交通安全教室：37,467人

（138箇所）

交通安全運転講習会：355人

（17会場）

鉄道:295,000人/日

バス:21,000人/日+5%

鉄道：280,945人/日

バス：20,051人/日
④鉄道・バス利用者数

【基本方針２】

多様な都市活動を支援し、

地域交流の促進に資する

交通環境の構築

歩行者：57,500人/12時間

自転車：13,400人/12時間+5%

歩行者：54,621人/12時間

自転車：12,762人/12時間

⑤中心部の

歩行者・自転車通行量

17箇所
-10%

19箇所⑥主要渋滞箇所数

86%
維持

86％⑦公共交通の人口カバー率【基本方針３】

社会変化に対応した

持続可能な交通環境の

構築 ―
×1.05

―

（再掲）

①公共交通（鉄道・バス・

タクシー）の分担率

評価指標の設定

まちの将来像の実現に向けて短・中期で実施する交通施策により、どの程度の効果が発現され
ているかを把握するとともに、交通環境の改善を検討するため、将来の交通体系づくりの基本方
針ごとに評価指標を設定します。

施策ごとに短期（概ね５年以内）、中期（概ね10年以内）の実施スケジュールを示します。 茨木市の将来の交通体系

実施する施策一覧

５ 6

将来の交通体系づくりの基本理念
及び基本方針を踏まえ、本市にお
ける概ね10 年後の交通のあり
方を図に示しています。


